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第1号 に引 き続 き、2003年 、2004年 に中国 で刊 行 され 、 日本 に入荷 した石刻 関

係 書 の うちか ら、元代 石刻 の拓影 や 写 真 、 あ るい は録 文 を掲載 す る もの を紹 介

す る。 この 間 に 目賭 で きた石刻 関係 書 籍 は意外 に少 なか った が、『北 京 文物 精粋

大 系 ・石刻 巻』 と、『福建 宗教 碑銘 彙 編 ・泉州 府 分冊』 は 、いず れ も多 くの資料

を含 み 、有 益 な文献 で あ る。『北 京』 は 、北京 関係 の石刻 書 で あ るの で、関 連デ

ー タ を付 して別 に本 号 に掲載 す る こ とと し
、ここで は、他 の3つ を紹 介 した い。

司馬光 螢祠 碑 誌(文 物 出版 社2004)

いず れ も、拓影 、録 文 、註 あ り

謁司馬公墓詩(後 至元4年 前至元に比定を誤 る)

重刊司馬光神道碑(至 正12年)

なお 、散逸 碑誌 と して

司馬 光祠 記(元 大徳 間)

司馬 光壕 像記(至 治 元年)

を、祠志 な どか ら引用。

陳 西金 石 文献 匿集 楡 林碑 石(三 秦 出版 社2003)

金 の ものは あ るが 、元 の石刻 は無 し

福 建宗教 碑 銘彙 編 ・泉 州府 分冊(福 建人 民 出版 社2003)

この本 につ いて は 、若干 の コメ ン トを附 してお く必要 が あ る。索引 も含 めれ ば 、

全3冊1500頁 にな んな ん とす る巨冊 で あ り、福 建 にお け る古 代 か ら民 国時代 まで

の宗 教 に関係 す る 「石 刻」を、地域 ご とに集 成 し、句 点 を附 して、排 印 して い る。

す でに1995年 に興 化 分冊 が刊行 され てい る よ うだが 、筆者 は寡 聞 に して 、その存

在 を知 らな か った。 さて 、ここで 「石刻 」 と したの には わ けが あ る。 とい うのは 、

本 書 は そ の採録 の対 象 を 、石 刻 そ の ものや 拓 本 、 あ るい は石刻 書 に限 っ て はお ら

ず 、文集 、地方 志 、族 譜 な どの文献 か らも、石刻 に 由来す る、 あ るい は石 刻 に さ

れ た と考 え られ る文 章(碑 記 の類)を 収集 して い る点 で あ る。 た しか に 、 中国前

近 代 に書 か れ た文 章 の うちのか な りの もの は、石 刻 とのか か わ りを持つ と言 うこ

とが で き る とい うこ とにつ いて は 、筆者 も常 に念 頭 にお い て い る し、 そ う した視

点 の必 要 を論 じて もき た。 しか し、後代 の族 譜 な どの書 物 に 引か れ た石 刻 あ るい

はそ の他 の 資料 の年 代 につ いて は 、そ の信 頼性 に 関 して は慎 重 な検 討 が必 要 で あ

る こ とにつ い て も、か つて言 及 した とこ ろで あ る(「宋 元時 代 にお け る修 譜 」 『東

洋 史研 究』37-41979)。 また 、な るべ くオ リジナル に近 い形 で石 刻 資料 を扱 お

うとい うの が 、我 々 の共 同研 究 の眼 目で も あ るか ら、 ここで は、按 語 で現存 につ
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いて言 及 され て い る もの に限 って 目録 を作成 す る こ とと した。 なお 、 巻頭 に若 干

のカ ラー 写真 が掲 載 され てい る ほか は、個 々 の石刻 に つ いて の写 真 、 拓影 な どの

掲 載 は ない。 各石 刻 の 前 に付 した 数字 は本 書 の碑 刻 番 号 で あ り、石 刻 の名 前 は本

書 の記載 に従 った。 ま た、按 語 を転載 す る。

第1分 冊

泉州府 城 、晋 江 県

46泉 州 書院 記 年 代不 明

此碑 立於 晋江 県 学明 倫 堂、僅 存 上段。碑 文 見於 《閲 中金 石略 》巻11、 《福 建 金石

志 》巻13。

49泉 州府 路 学 大晟 楽記 丙 午(大 徳10、 至正26)

此碑 立於 泉 州府 学。 碑 文見 於 《閲 中金石 略》 巻9、 《福 建金 石志 》 巻12、 《晋江

県志 》巻14。

51僧 官 墓碑 皇 慶2年

此碑 於1940年 従 於泉 州通 准城 門折 出、1954年 発 現於 通准 門外=津頭 哺 郷。碑 文見

於 《泉州 宗 教石刻 》 頁46。

52一 百 大寺看 経 記 延祐3年

此碑 刻 於晋 江県 学 明倫 堂明 人修 学碑 陰。碑 文 見於 《閲 中金 石略 》巻11、 《福 建 金

石志 》 巻13。

57石 門 和 尚塔誌 泰 定 丙寅(3年)

此塔 已堀、塔誌 移 置清源 山純 陽 洞石緒。碑 文見於 《閲 中金 石 略》巻11、 《福建 金

石志 》 巻13。

58重 源清 源 純 陽洞記 後 至元4年

此碑 存 於 清源 山 山頂 清源 洞。 碑 文 見於 《閲 中金 石略 》 巻12、 《福 建 金 石 志》 巻
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59草 庵 造 像題 刻

此文 刻於 草庵 寺摩 尼 光仏 石像 両側。銘 文 見於 《泉州 宗教 石刻 》頁44、 《晋 江碑 刻

選 》 頁227。

60開 元寺 東塔題 刻 至正9年

此刻 尚存 泉州 開 元寺 東塔 第二層 塔 心柱 東 北面。 碑 文 見於 《泉州 東 西塔 》。

61重 立清 浄寺碑 至 正10年

此碑 現 存 於泉州 塗 門街 清 浄寺。 碑 文見 於 《泉州 宗教 石刻 》 頁9。

62弥 陀岩 功徳碑 至 正24年

此 記刻 於 清源 山一 囎 台。碑 文 見於 《閲 中金 石略 》巻11、 《福 建 金 石志 》巻13。

63承 天 寺 石鑛題 識 至正 丁未(27年)

此石鐘 在 泉州 承天 寺 、題識 刻 於鐘 蓋。題 識 見 於 《閲 中金石 略》巻12、 《福 建金 石

志 》巻13。

64碧 香 岩題 刻 至 正27年

此 記刻 於 清源 山碧 香岩 。題 記 見於 《閲 中金 石略 》巻12、 《福 建 金 石志 》巻13。
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第2分 冊

南安 県

591雲 台 山石 刻 至 元 甲午(30年)

此 記刻 於官 橋 一片 寺巌壁 。

592五 塔巌 題刻 至大 戊 申(元 年)

此記 刻於 官 橋五 塔巌 寺崖壁 。

595五 塔 巌題 刻 泰 定 甲子(元 年)

此記刻 於 官橋 五塔 巌 寺崖壁 。

596重 修 天 立巌 記 至正 元年

此記刻 於 熔橋 天 立巌崖 石。

597九 日山石 刻 至 正 己丑(9年)

此刻 見於 九 日山西 峯巌 壁。 文 見於 《閲 中金 石 略》巻12、 《福 建 金石 志》 巻13。

安渓 県

797重 修 清水巌 記

此碑 刻 於清 水巌 論 音壇左 辺±朶。碑 文 見於 《清水巌 志》。

徳 化県

910柱 峯巌 題掲 碑 至 正2年

此碑 尚存 水 口石柱 村 柱峯 巌 、碑名 為編 者加 擬 。

911鼎 建 洞 宇記 至正戊 申(28年)

此碑 尚存 金 液洞。

第3分 冊

同安 県

962龍 山聖菓 院祠 堂 内碑 記(至 正19年 、天 啓3年 重刻)

此碑 於 明 天啓3年 重刻 、 尚存龍 山聖菓 院

963葉 氏 買地 券

此 券陶 製 、現存 度 門市 博物館 。

(も りた け ん じ 奈 良大 学)
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